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作業を開始する前に 
Drobo/Pro/S をご購入いただき誠にありがとうございます。この『Getting Started Guide』は、簡単 
ないくつかの手順で Drobo/Pro/S を設定するためのものです。作業を開始する前に、システム 
とハードウェアの要件を確認しましょう。この章では以下の項目を取り上げます。 


箱の中身を確認する 
システム要件を確認する 
Drobo デバイスに必要なハードウェアが用意されているかを確認する 


箱の中身の確認 
製品の箱の中身を確認し、以下に示されるすべてのコンポーネントが含まれていること 
を確かめてください。 


Drobo 
Drobo S 


DroboPro 


Drobo 
6' USB 2.0 ケーブル 
6' FireWire 800 ケーブル 
6' 電源コード 
Getting Started Guide (印刷物) 
Drobo Resource CD (Drobo Dashboard 


アプリケーションを含む) 


Drobo S 
6' USB 3.0 ケーブル 
6' FireWire 800 ケーブル 
6' eSATA ケーブル 
6' 電源コード 
Getting Started Guide (印刷物) 
Drobo Resource CD (Drobo Dashboard 


アプリケーションを含む) 


DroboPro 
6' USB 2.0 ケーブル 
6' FireWire 800 
6' イーサネットケーブル 
6' 電源コード 
Getting Started Guide (印刷物) 
Drobo Resource CD (Drobo Dashboard 


アプリケーションを含む) 
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システム要件の確認 
ご使用のオペレーティングシステムとケーブルインターフェースがサポートされているこ 
とを確かめます。 


Drobo/Pro/S でサポートされるオペレーティングシステム 


Windows XP (サービスパック 3) 
Windows Vista (サービスパック 1) 
Windows 7 
Windows 2008 Server R2 
Windows 2003 Server 
Mac OS X 10.5 以降 (Intel のみ) 
Mac OS X Server 10.5 以降 (Intel のみ) 


注意: 
- パフォーマンスを最高にするために、該当の Windows オペレーティングシステム 


に対して最新のサービスパックを実行していることを確認します。 


- サポートされるオペレーティングシステムの最新リストを得るために、製品オンライ 


ンで各仕様を確認できます。www.drobo.com/products/index.php に移動, 製品をク 
リックして [Tech Specs (技術仕様)] タブをクリックします。 


サポートされるケーブルインターフェース 
Drobo/Pro/S は、次の接続ポートの 1 つを使用してコンピュータに直接接続し 
ます。(DroboPro はルーターまたはスイッチにも接続できます。) コンピュータで使用可 
能なより速い接続を使われることを推奨します。 


注意: 
- 一度に 1 つの接続しか使用できません。 
- 使用するインターフェースがコンピュータで利用できない場合は、アドオンアダプタカー 
ドを購入、取り付けできます。(これはコンピュータの拡張スロットにはまり、必要なイン 
ターフェースを提供する回路基板です。) 


eSATA 
Drobo S でのみ使用可能。 


eSATA (External Serial Advanced Technology Attachment) は、SATA テクノロジーの 
外部インターフェースであり、外部ストレージデバイスに高速データ転送を提供し 
ます。eSATA は、データ転送速度が 6 Gbit/s であり、この速度は FireWire 800 のほぼ 
2 倍、USB 2.0 のほぼ 3 倍です。 
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eSATA を使用するためにアドオンアダプタカードを取り付ける場合は、コンピュータ 
メーカーに問い合わせし、コンピュータとオペレーティングシステムの両方が、使用 
する予定の eSATA カードをサポートするか確認してください。また、eSATA カードが 
PM (ポートマルチプライヤ) 機能をサポートすることも確認してください。詳細につい 
ては、support.datarobotics.com/app/answers/list のナレッジベースにアクセスし、キー 
ワード eSATA を入力してください。 


注意: eSATA ドライブのホットプラグに対応していない eSATA カードもあるので、取り付け 
プロセスの間に接続して DroboS の電源を入れてから、コンピュータを開始します。設定 
手順では、これについての指示が表示されます。 


USB 2.0 
Drobo と DroboPro で使用可能。 


USB (Universal Serial Bus) は、一般的なインターフェースであり、プラグアンドプレイ方式 
でコンピュータに追加のハードウェアデバイスを取り付けできます。USB 2.0 は、データ転 
送速度が 12 Mbit/s なので、FireWire 800 または eSATA ほど高速ではありませんが、過去 
数年間に製造されたほとんどのコンピュータでは USB 2.0 が使用されています。 


USB 3.0 
Drobo S でのみ使用可能。 


USB (Universal Serial Bus) は、一般的なインターフェースであり、プラグアンドプレイ方式 
でコンピュータに追加のハードウェアデバイスを取り付けできます。USB 3.0 (SuperSpeed 
USB) のデータ転送速度は最高o 4.8 Gbit/s で、USB 2.0 よりはるかに高速です。 


この技術を利用するには、Drobo S をコンピュータの USB 3.0 ポートに接続しなけれ 
ばなりません。コンピュータに USB 3.0 ポートがない場合は、コンピュータメーカーに 
問い合わせして、USB 3.0 に準拠したカードを取得してください。 


注意: コンピュータが USB 2.0 の接続のみの場合は、Drobo S は自動的に USB 2.0 の 
速度になります。 
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FireWire 800 
Drobo、DroboPro、Drobo S の 3 つのモデルすべてで使用可能です。 


FireWire は、Apple Inc. の高速データ転送用に設計されたデータポート商標名 
です。FireWire 800 のデータ転送速度は 800 Mbit/s なので、Drobo デバイスでのパ 
フォーマンスは優れたものになります。 


FireWire 800 を使用するためにアドオンアダプタカードを取り付ける場合は、パフ 
ォーマンスを最適にするために、コンピュータメーカーに問い合わせし、コンピ 
ュータとオペレーティングシステムの両方が、使用予定のカードをサポートする 
か確認してください。コンピュータに FireWire 400 ポートがある場合は、FireWire 
800 から FireWire 400 へのケーブルを購入する必要があります。 


注意: Windows コンピュータの場合、標準 Microsoft FireWire ドライバでは最適な 
パフォーマンスになりません。 


Windows でパフォーマンスを最適化する方法の詳細については、 
support.datarobotics.com/app/answers/list のナレッジベースにアクセスし、 
キーワード FireWire performance を入力してください。 


iSCSI (イーサネット) 
DroboPro でのみ使用可能。 


iSCSI (Internet Small Computer System Interface) は、ストレージデバイスをコンピュータ 
に接続するためのインターネットプロトコル (IP) ベースのネットワーク規格です。高パ 
フォーマンスのイーサネット接続を使用すると、iSCSI は既存のネットワークインフラ上 
の長い距離で使用でき、DroboPro でのパフォーマンスは可能な限り最適なものになり 
ます。 


iSCSI では設定が柔軟であり、次の 3 種類の設定のうちどれを使用しても DroboPro 
を設定できます。DroboPro を直接に自分のコンピュータ (最高のパフォーマンスを得 
るため) に接続する。スイッチのもう一方のイーサネットポートが自分のコンピュータ 
と接続されているスイッチに DroboPro を接続する。または、スイッチ (またはルーター) 
のもう一方のイーサネットポートがネットワークと接続されているスイッチ (またはル 
ーター) に DroboPro を接続する。 


取り付け手順とその他の要件は、22 ページの「iSCSI を使用する DroboPro の設定」 
に記載してあります。 
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注意: 
- DroboPro の iSCSI 接続は、最適なパフォーマンスを得るためにギガビットイーサネット 


接続 (1000 Mbit/s) をサポートします。DroboPro はコンピュータ、ルーター、またはスイッ 
チで使用可能な最大接続速度と自動的にネゴシエートしますが、より遅い速度では 
iSCSI は性能を十分に発揮できません。 


- 必要に応じてコンピュータ用のアドオンギガビットイーサネットアダプタカードを 


購入できます。ただし、Data Robotics は iSCSI 専用のカード、または HBA (ホストバ 
スアダプタ) カードをサポートしないので、正規のネットワークアダプタカードが必 
要です。 


必要なハードウェアを確認 
Drobo/Pro/S を使用するには、少なくともハードドライブが 2 台必要です。2 台のハードド 
ライブ障害からデータを保護するデュアルディスク冗長化機能を使用する場合は、少な 
くとも 3 台のハードドライブが必要です。このセクションでは以下の項目を取り上げます。 


使用するハードドライブを選択する 
データを保護するため、それらのドライブで使用可能にするドライブの総容量を 


選択する 


DroboPro とともにルーターまたはスイッチを使用する場合は、ルーターまたはス 


イッチの基本的な要件を理解する 


ハードドライブの選択 
Drobo デバイスでは、どのようなメーカーのハードドライブでも、またどのような容量 (ハー 
ドドライブで使用可能な容量) でも使用できます。 


Drobo デバイスはすべて、標準の 3.5 インチ内蔵 SATA ドライブをサポートします。標準を 
満たしているかどうかわからない場合は、担当の管理者、またはハードドライブ再販業 
者またはメーカーに問い合わせして、ご使用のハードドライブがこの標準を満たしてい 
るかどうか確認してください。 


Drobo デバイスは、SSD、IDE、SCSI または PATA のハードドライブには対応していません。 


警告: 取り付けの際にドライブの既存データはすべて消去されます。 
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必要なハードドライブ容量を決定 
ハードドライブ障害からデータを保護するために、Drobo デバイスでは、データに使用 
する容量以上の容量 (通常、2 倍以上) が必要になります。 


ドライブの台数と容量に基づき、データ用に使用可能な保護されるストレージ容量を 
決定するには、www.drobo.com/calculator の Capacity Calculator を使用するのがベスト 
です。 


最も大きいドライブを除外してから、残りのドライブの容量を加算すると、データ用に使用 
可能な容量を簡単に推量できます。デュアルディスク冗長化機能を使用する場合は、最も 
大きいドライブを 2 台除外します。たとえば、次のようになります。 


シングルディスク (デフォルト) 冗長化 


デュアルディスク冗長化 


注意: 
- 通常、実際の容量は、容量評価に使用するシステムによって異なるため、上記の例に 


示した値より小さくなります。これは Drobo デバイスには無関係です。 


- Drobo デバイスでは、追加ドライブを挿入するか、または小容量のドライブをもっと 


大きなドライブと交換するだけでストレージ容量をいつでも簡単に増やせます。 


ルーターまたはスイッチの使用 
iSCSI を使用して DroboPro をルーターまたはスイッチに接続する場合、最適なパフ 
ォーマンスを得るためにはルーターまたはスイッチがギガビットイーサネット接続 (1000 
Mbit/s) をサポートする必要があります。DroboPro はルーターまたはスイッチで使用可 
能な最大接続速度と自動的にネゴシエートしますが、より遅い速度では iSCSI はその性 
能を十分に発揮できません。 


UPS (無停電電源装置) または電源サージ保護装置の使用 
突然の停電や電源サージから保護する、UPS (無停電電源装置) に Drobo デバイスを 
接続することを強く推奨します。また、電源サージ保護装置も推奨します。ただし、この 
装置は電源サージからの保護のみを目的としています。 


# ドライブ 


4 
5 
5 


250GB + 250GB + 250GB + 500GB 
750GB + 500GB + 500GB + 500GB + 250GB 
750GB + 1000GB + 500GB + 500GB + 500GB 


= 6TB 
= 1,250GB 
= 1,500GB 


ドライブの容量 
使用可能な保護される容量* 


# ドライブ 


3 
4 
4 


250GB + 250GB + 250GB 
250GB + 250GB + 250GB + 500GB 
750GB + 250GB + 250GB + 500GB 


= 500GB 
= 750GB 
= 1,000GB 


ドライブの容量 
使用可能な保護される容量* 
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簡単な数ステップで設定 
Drobo デバイスの箱を開梱し、システムとハードウェアの要件を満たしていることを確認 
したら、次に Drobo/Pro/S を使用するための設定を行います。以下に示す簡単な数ステッ 
プで設定を完了できます。 


1. Drobo Dashboard をインストールします。 
2. ハードドライブを挿入します。 
3. ケーブルを接続します。 
4. 電源を入れ、ドライブをフォーマットします。 


注意: iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro を接続する場合はさらに 2 つの手 
順が必要です。 


Drobo Dashboard のインストール 
Drobo Dashboard は、Drobo デバイスと一緒に使用するソフトウェアであり、これを使う 
と Drobo/Pro/S デバイスの設定と管理が簡単にできます。製品付属の Resource CD から 
Drobo Dashboard をインストールします。インストールプロセスの間、バージョンの更新を 
自動的にインストールするように Drobo Dashboard を設定できます (この設定を強く推奨 
します)。 


また、Drobo ソフトウェアとファームウェアの更新は、www.drobo.com/support/updates からイ 
ンストールすることもできます。 


重要な注記: Web サイトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが新製 
品と一緒に (Resource CD で) リリースされる場合もあります。したがって、Resource 
CD からインストールするのがベストです。 


注意: Drobo Dashboard をインストールするコンピュータでは管理者権限が必要です。 


Resource CD から Drobo Dashboard をインストール 


1. Resource CD をコンピュータの CD/DVD ドライブに配置します。 


使用するオペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかの結果になります。 
[Drobo] ウィンドウまたは [Install Drobo Dashboard (Drobo Dashboard のインスト 
ール)] ウィンドウが表示されます。 
自動再生ダイアログボックスが表示され、CDWindow.exe を実行するオプショ 
ンが示されます。このオプションを選択します。[Drobo] ウィンドウが表示されま 
す。 
Resource CD を開いて中身を表示し、そこから CDWindow.exe をダブルクリック 
できます。[Drobo] ウィンドウが表示されます。 


2. [Drobo Dashboard] アイコンをダブルクリックします。 


drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 
10 
drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 


3.ドロップダウンリストから言語を選択するように要求するダイアログボックスが表 


示される場合があります。この場合は選択処理の終了後に [OK] ボタンをクリック 
します。 


注意: [User Account Control(ユーザーアカウント制御)] ダイアログボックスが表 
示されたら、[はい] ボタンをクリックして続行します。 


Drobo Dashboard インストールウィザードが (Windows または Macintosh で) 表 
示され、インストールの準備が行われます。 



4. [次へ] (Windows の場合) または [続行] ボタン (Macintosh の場合) を適宜クリッ 


クします。 


注意: [Microsoft iSCSI Initiator] ウィンドウが表示され、DroboPro を所持しており、 
しかもその iSCSI 接続を使用する予定の場合は、[はい] ボタンをクリックします。 
画面上の指示に従い、必要に応じて [次へ] ボタンをクリックしながら、Microsoft 
iSCSI Initiator をインストールします。操作が終了したら、InstallShield ウィザード 
に戻り、インストールを続行します。 


5. インストールウィザードの指示に従い、各ページの [次へ] または [続行] ボタンを 


適宜クリックします。 


6. [インストールする準備ができました] ページに到達したら、[インストール] ボタン 


をクリックします。 
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使用するオペレーティングシステムに応じて、以下のいずれかの結果になります。 
Windows オペレーティングシステムの場合、コンピュータへの変更を許可する 


かどうかを尋ねる [Windows Access Control (Windows アクセス制御)] ダイアロ 
グボックスが表示されることがあります。[Allow (許可する)] または [はい] ボタ 
ンを適宜クリックします。 
Macintosh の場合、管理者パスワードの入力を求められます。パスワードを入力 
し、該当するボタンをクリックします。 


Drobo Dashboard がコンピュータにインストールされます。 


7. Macintosh の場合、インストールを完了するためにコンピュータの再起動が求め 


られます。再起動を行います。 


8. インストールが完了したら、[Launch Drobo Dashboard (Drobo Dashboard を起動)] 


チェックボックスを選択したまま、[完了] ボタンをクリックします。 


Drobo Dashboard アプリケーションが表示されます。このアプリケーションを最初 
に起動したとき、[確認] ダイアログボックスが表示され、Drobo Dashboard 用のソフ 
トウェア更新および Drobo デバイス用のファームウェアを Drobo が 自動的にチェ 
ックするようにするか問い合わせされます。 


9. [はい] ボタンをクリックすることを強く推奨します。 


後で、[すべてのデバイス] ページが Drobo Dashboard に表示されます。設定操作 
を続行するときは Drobo Dashboard を開いたままにしておきます。 


drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 
12 
drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 


Web サイトから Drobo Dashboard をインストール 
Drobo Dashboard を www.drobo.com/support/updates からインストールできます。ただし、Web サ 
イトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが新製品と一緒に (Resource CD で) リ 
リースされる場合もあります。 


1. アクティブなインターネット接続でブラウザを使用して、 


www.drobo.com/support/updates にアクセスします。 


2. 最新の Drobo Dashboard ソフトウェアのリンクを見つけ、そのリンクをクリックし 


ます。 


3. Drobo Dashboard をインストール (または実行) するか、またはインストールファイ 


ルをコンピュータに保存するかどうかの選択肢が示されたら、ファイルをコンピ 
ュータに保存する選択肢を選びます。ファイルを見つけ、それをダブルクリックし 
てインストールを開始します。(インストールファイルは後で削除できます。) 


4. ファイルまたはプログラムを開く、またはインストールするかどうかを尋ねる警 


告メッセージが表示されたら、[OK] または [実行] ボタンを適宜クリックして、イン 
ストールを続行します。 


5.ドロップダウンリストから言語を選択するように要求するダイアログボックスが 


表示される場合があります。この場合は選択処理の終了後に [OK] ボタンをクリ 
ックします。 


Drobo Dashboard インストールウィザードが (Windows または Macintosh で) 表 
示され、インストールの準備が行われます。 


6!" Resource CD から Drobo Dashboard をインストール」セクションの手順 4 以降の 


手順に従い、インストールプロセスを続行します。 


ハードドライブの挿入 
Drobo Dashboard をインストールすると、ハードドライブを Drobo/Pro/S に挿入する準備 
が整います。ハードドライブ要件の詳細については、7 ページの「必要なハードウェアを 
確認」を参照してください。 


警告: 各ドライブはフォーマットされるため、ハードドライブの既存データはすべて 
消去されます。データを保持したい場合は、Drobo デバイスで使用する前にデー 
タを別のドライブまたはメディアにコピーしておいてください。 


注意: 各ドライブを Drobo デバイスに挿入すると、それらのドライブは 1 つのユニ 
ットすなわち「パック」として機能します。各ドライブのデータにアクセスするには、 
パック全体が必要になります。 
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1. フェイスプレートを引き出して、Drobo/Pro/S の正面からフェイスプレートを取り 


外します。 


2. 片方の手でハードドライブを持ち、ハードドライブのコネクタをデバイスに配置し 


ます。Drobo と Drobo S の場合は下向きに (図 1 を参照)、DroboPro の場合は左向き 
に配置します (図 2 を参照)。 


図 1: Drobo または Drobo S へのハードドライブの取り付け 


図 2: DroboPro へのハードドライブの取り付け 


警告: 最適なパフォーマンスを得るために、DroboPro を通常の水平位置に保ち 
ます。そうしないと、ドライブが外れる可能性があります。 


3. もう一方の手で親指を使用し、選択したデータベイのドライブロックを押し下げ、開い 


た状態にします。以下のイメージを参照してください。 



電源 
データベイ 
データベイインジケータ 


コネクタ 


コネクタ 
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4. ハードドライブをデータベイにスライドさせて、ドライブロックを離し、接続が完 


了したと感じるまでドライブを押します。 


ドライブロックがドライブの後ろでパチンと音をたて、ドライブは所定の位置に 
固定されます。 


5. 追加のドライブも手順 2 ～ 4 に従って同じ方法で挿入します。 


6. 完了したら、フェイスプレートの表側を上にします。Drobo デバイスの電源を入れると、 


インジケータランプが表示されます。 


これでケーブルを接続して Drobo デバイスの電源を入れる準備ができました。 


ケーブルの接続 
Drobo Dashboard をインストールし、ハードドライブを Drobo/Pro/S に挿入すると、Drobo デバイ 
スにケーブルを接続する準備が完了です。このセクションは以下に当てはまります。 


使用可能なインターフェース接続 (USB 2.0、USB 3.0、FireWire 800、eSATA) のいず 


れかを使用して Drobo または Drobo S を接続。 


USB 2.0 または FireWire 800 接続を使用して DroboPro を接続。 


iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro に接続する場合の詳細と手順について 
は、22 ページの「iSCSI を使用する DroboPro の設定」を参照してください。 


手順に従う際には、図 3、4、5 を参照してください。 


図 3: Drobo の背面 



電源 
USB 2.0 
FireWire 800 


drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 
15 


図 4: Drobo S の背面 


図 5: DroboPro の背面 


注意: 
- コンピュータに FireWire 400 ポートがあり、そのインターフェースを使用する場合 


は、FireWire 800 から FireWire 400 へのケーブルを購入する必要があります。 


- 使用可能なさまざまなケーブルインターフェースおよび要件については、4 ペー 


ジの「サポートされるケーブルインターフェース」を参照してください。 


コンピュータに接続 


1. USB、FireWire 800、または eSATA ケーブルの一端を Drobo/Pro/S の背面に接続し 


ます。 


2. 他端をホストコンピュータに接続します。 


注意: Drobo S で eSATA ケーブルを使用している場合は、コンピュータの電源を落と 
した後で eSATA ケーブルを差し込むことを推奨します。 
(eSATA ドライブのホットプ 


ラグに対応していない eSATA カードもあるからです。) 取り付けの際の指示では、コ 
ンピュータをいつオンに戻すか表示されます。 


電源 
eSATA 
FireWire 800 
USB 3.0 


電源切り替え 


ボタン 


FireWire 800 


USB 2.0 
iSCSI 
電源 
電源切り替えボタン 


drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 
16 
drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 


電源に接続 


1. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続します。 


2. 電源コードの他端を電源に接続します。 


重要な注記: Drobo はただちに起動します。(DroboPro または Drobo S の場合はそう 
ではありません。切り替えボタンで電源をオンにできます。) Drobo が起動し Drobo 
Dashboard が表示されると、ドライブをフォーマットするよう求められます。フォー 
マットを行う前に、次のセクション「電源の投入とドライブのフォーマット」を必ず 
読んでください。ドライブのフォーマットの手順は 18 ページに記載してあります。 


注意: UPS (無停電電源装置) またはサージ保護装置への接続を推奨します。詳細 
については、8 ページの「UPS (無停電電源装置) または電源サージ保護装置の使 
用」を参照してください。 


これで Drobo デバイスの電源を入れ、ドライブをフォーマットする準備がで 
きました。 


電源の投入とドライブのフォーマット 
Drobo Dashboard をインストールし、ハードドライブを Drobo デバイスに挿入し、ケーブル 
を接続すると、Drobo デバイスをオンにし、ドライブをフォーマットする準備が完了です。 


ただし、ドライブをフォーマットする前に、選択するファイルシステムのフォーマットの 
種類とボリュームサイズを確認することが重要です。 


ファイルシステムとボリュームサイズの選択 
Drobo/Pro/S をオンにするとき、特定のファイルシステムで Drobo/Pro/S のドライブをフォー 
マットするよう求められます。利用できるファイルシステムのフォーマットは、使用するオペ 
レーティングシステムによって決まります。(図 6 を参照。) 


また、Drobo/Pro/S を少なくとも 1 ボリュームにフォーマットし、そのボリュームのサイズ 
を選択する必要があります。ボリュームとは、オペレーティングシステムが認識できるフ 
ァイルシステムフォーマットでフォーマットされているストレージ領域です。Windows で 
は、ボリュームは「論理ドライブ」または「パーティション」と呼ばれる場合があります。 


許 可される最 大ボリュームサイズは、選 択したファイルシステムフォーマッ 
トと、Drobo デバイスのドライブの総容量によって決まります。以下の表 (図6) は、各ファイ 
ルシステムフォーマットで許可される最大ボリュームサイズを示しています。 
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図 6: ファイルシステムフォーマットと最大ボリュームサイズの表 
* FAT32 は古いファイルシステムフォーマットです。一般に、新規ファイルシステムほどはデータ 


が保護されません。また、パフォーマンスは低速で、ファイルサイズに制限があります。 


重要な注記: 
- ボリュームサイズは、Drobo/Pro/S で使用できる実際のストレージ容量を示す 


ものではありません。仮想のストレージ容量を示しています。たとえば、Drobo/ 
Pro/S に 2TB のハードディスク容量が搭載されている場合でも 8TB のボリュー 
ムを作成できます。これで (追加のドライブを挿入することによって、または小 
さな容量のドライブを大きな容量のドライブに交換することによって) より多 く 
の容量を Drobo/Pro/S に追加できるようになります。追加のボリュームをフォ 
ーマットする必要はありません。追加の容量は、最初にフォーマットしたボリュ 
ームの一部になります。 


- オペレーティングシステムでは、ボリュームサイズにより定義されている、Drobo 


デバイスで使用可能な仮想容量が表示される可能性があります。 


- Drobo/Pro/S で利用可能な保護されたストレージ総量が、選択したボリュームサ 


イズを超える場合 (これが発生する可能性があるのは、Drobo/Pro/S に 1 つ以上の 
ハードディスクを追加する場合です)、Drobo Dashboard はオリジナルのボリ 
ュームと同じサイズの新規ボリューム (複数も) を自動的に作成します。Drobo 
Dashboard は、これが発生したときに通知を行い、新規ボリュームをフォーマッ 
トし、名前を付けるよう指示してきます。 
- DroboPro の場合、初期ボリュームの作成後、それぞれ独自のサイズおよびサポー 
トするファイルフォーマットで複数ボリュームを作成および管理できます。複数の 
ボリュームを設定した後は、各ボリュームは、単一のボリュームではなく、個別の 
ボリュームとして表示されます。これは、DroboPro のボリューム管理機能を使用し 
て設定した後に行えます。詳細と手順については、オンラインユーザーガイドを参 
照してください。 


ヒント: ほとんどの場合、選択したファイルシステムに利用可能な最大ボリューム 
サイズを選択することを推奨します。ただし、ボリュームのインデックシングやス 
キャニング、検索といったある特定の状況下では、小さなボリュームサイズの方 
がより効率的で、扱いやすい場合もあります。 


ファイルシステ 
ムフォーマット 


HFS+ 
NTFS 


NTFS (XP 互換) 
FAT32* 


Mac OS X 
Windows Vista、7、Server 3000 (およびそ 
れ以降) 
すべての Windows 
すべての Windows、Mac OS X 


16TB 
16TB 


2TB 
2TB 


互換性のあるオペレーティン 
グシステム 
最大ボリュームサイズ 
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Drobo デバイスをオンにしドライブをフォーマット 
Drobo Dashboard をホストコンピュータにインストールし、ケーブルを接続す 
ると、Drobo デバイスをオンにしドライブをフォーマットする準備が完了です。 


1. Drobo Dashboard をコンピュータで開いた状態で、Drobo デバイスの背面にある 


電源切り替えボタンを 1 回押します。 


注意: Drobo には電源切り替えボタンがありません。Drobo を使用しており、しかも電源 
ケーブルに接続してある場合、電源はすでにオンになっています。 


Drobo デバイスはオンになり、メッセージが表示され、ドライブをフォーマットする 
かどうか問い合わせてきます。 


注意: 
- Drobo S で eSATA ケーブルを使用している場合は、この手順に対しホストコン 


ピュータが初期的にはオフであることを確認してください。(これが必要なの 
は、eSATA ドライブのホットプラグに対応していない eSATA カードもあるからで 
す。) コンピュータをオフにし、Drobo S の背面の電源切り替えボタンを 1 回押 
し、Drobo S の電源投入が完了するまで待ちます (Drobo デバイスの各ドライブ 
についてデータベイインジケータランプがグリーンに点灯するときです)。その 
後で、ホストコンピュータの電源を投入し、Drobo Dashboard を起動します。ドラ 
イブをフォーマットするかどうか問い合わせるメッセージが表示されます。 


- 一部の Windows オペレーティングシステムや一部の Macintosh オペレーティン 


グシステムでは、ドライブをフォーマットするように促される場合もあります。[キ 
ャンセル] または [無視] を適宜クリックし、Drobo Dashboard からフォーマットを 
続行します。 


2. [はい] ボタンをクリックします。 


[Format Type (フォーマットのタイプ)] ページが表示されます。使用するオペレーテ 
ィングシステムに応じて、以下のオプションを持つウィンドウが表示されます。 
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Windows の場合、以下のオプションが表示されます。 


Macintosh の場合、以下のオプションが表示されます。 
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3. オペレーティングシステムに該当するファイルフォーマットを選択し、[次へ] ボタンを 


クリックします。 


[Volume Size (ボリュームサイズ)] ページが表示されます。 



4. クリックアンドドラッグして作成するボリュームのサイズまでポインタをスライド 


し、[次へ] ボタンをクリックします。 


ヒント: 利用可能な最大サイズを選択することを推奨します。これにより、追加の 
ボリュームをフォーマットすることなくドライブの数および容量を増やすことが 
可能になります。 


[ボリューム名] ページが表示されます。 



5. [ドライブ名] ドロップダウンリストから、ボリュームに割り当てるドライブ名を選 


択します。 
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6. [名前] テキストボックスで、ボリュームのデフォルト名を必要に応じて変更します。 


ヒント: Drobo デバイスの名前とボリューム名を混同しないように、名前には「volume」の 
語句を使用することを推奨します。 


7. 複数のボリュームがある場合は、ボリュームごとに手順 5 と 6 を繰り返し、[次へ] 


ボタンをクリックします。 


[Confirm Format (フォーマットを確認)] ページが表示されます。 



8. [フォーマット] ボタンをクリックします。 


メッセージが表示され、ドライブのフォーマットに最高 5 分かかる可能性がある 
こと、これには Drobo デバイスの再起動が必要な可能性があることを知らせてき 
ます。 


後で、[フォーマット] ダイアログボックスが表示されます。 
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9. [OK] ボタンをクリックします。 


Drobo デバイスが Drobo Dashboard で以下のように表示されます。 


注意: Drobo Dashboard は、Drobo デバイスのデフォルト名として「Drobo」、 
「Drobo S」、また 


は「DroboPro」を割り当てます。この名前は後で変更できます。 


Drobo デバイスを管理および使用する準備が完了しました。31 ページの 


「さらなるステップへ」を参照してください。 


注意: iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro に接続する場合は、22 ページの 


「iSCSI を使用する DroboPro の設定」を参照してください。 


iSCSI を使用する DroboPro の設定 
iSCSI を使用する DroboPro を使うと、DroboPro のパフォーマンスが最高になります。しか 
し、iSCSI を使用するには、最初に DroboPro と USB ケーブルを使用しているホストコンピュ 
ータとの間の通信を確立する必要があります。 


選択した設定に従って通信を確立すると、IP アドレスを DroboPro に手動で割り当てる 
必要があることがあります。最後に、Drobo デバイスを安全にシャットダウンし、USB ケー 
ブルを引き抜き、iSCSI を使用するためにイーサネットケーブルを差し込みます。 


iSCSI の場合には設定のオプションがあり、次の 3 種類の設定のうちのいずれかの設定 
を使用して DroboPro を設定できます。 


drobo.com | Drobo / Pro / S入門ガイド | 
23 


1. パフォーマンスを最適にするために iSCSI (イーサネット) 接続で DroboPro をコンピ 


ュータのイーサネットポートに直接接続します。これはネットワーク接続に使用中 
のコンピュータで 2 番目のイーサネットポートが使用可能であることを想定してい 
ます。 


2. スイッチの別のイーサネットポートがコンピュータに接続されているスイッ 


チに、iSCSI (イーサネット) 接続を使って DroboPro を接続します。この設定で 
は、USB 接続を使用して DroboPro の IP アドレスを手動で設定する必要があるこ 
とに注意してください。 


3. スイッチ (またはルーター) の別のイーサネットポートがネットワークと接続され 


ているスイッチ (またはルーター) に、iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro を 
接続します。この設定では、USB 接続を使用して DroboPro の IP アドレスを手動 
で設定する必要があることに注意してください。 
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注意: 
- 3 つの設定すべてで USB 接続の初期設定が必要です。 
- DroboPro は、iSCSI の最適なパフォーマンスを得るためにギガビットイーサネット 


接続 (1000 Mbit/s) をサポートします。DroboPro はコンピュータ、ルーター、またはス 
イッチで使用可能な最大接続速度と自動的にネゴシエートしますが、より遅い速 
度では iSCSI は性能を十分に発揮できません。 


- 必要に応じてコンピュータ用のアドオンギガビットイーサネットアダプタカード 


を購入できます。ただし、Data Robotics は iSCSI 専用のカード、または HBA (ホス 
トバスアダプタ) カードをサポートしないので、正規のネットワークアダプタカー 
ドが必要です。 
- 次の設定手順で問題が生じた場合は、オペレーティングシステムのファイアウ 


ォールで Drobo Dashboard アプリケーション用の着信および送信ネットワーク 
接続が許可されていることを確認します。つまり、Drobo Dashboard からの .exe 
およびその関連ファイルがファイアウォールを通過できるようになっていること 
を確認します。 


iSCSI を使用して DroboPro をコンピュータに直接接続 
この設定では、DroboPro を iSCSI を使用してコンピュータのイーサネットポートに直接 
接続します。 


1. Drobo Dashboard をホストコンピュータにまだインストールしていない場合はイン 


ストールします。手順については 9 ページの「Drobo Dashboard のインストール」を 
参照してください。 


2. ドライブを Drobo にまだ挿入していない場合は挿入します。手順については 12 ペ 


ージの「ハードドライブの挿入」を参照してください。 


3. USB ケーブルの一端を DroboPro に接続し、他端をホストコンピュータに接続し 


ます。詳細については、14 ページの「ケーブルを接続」を参照してください。 


4. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続し、他端を電源に 


接続します。 


5. DroboPro に電源を入れ、求められたときにドライブをフォーマットします。手順に 


ついては、16 ページの「電源の投入とドライブのフォーマット」を参照してください。 


6. DroboPro とホストコンピュータの間の接続が確立されたら、DroboPro を安全に 


シャットダウンします。手順については、32 ページの「Drobo/Pro/S を安全にシャッ 
トダウン」を参照してください。 


7. DroboPro とホストコンピュータから USB ケーブルを抜きます。 
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8. イーサネットケーブルの一端を DroboPro の iSCSI (イーサネット) ポートに差し込 


み、他端をコンピュータのイーサネットポートに差し込みます。 


9. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 


DroboPro の電源が入ります。Drobo デバイスを管理および使用する準備が完了 
しました。31 ページの「さらなるステップへ」を参照してください。 


iSCSI を使用しスイッチ経由で DroboPro をコンピュータに接続 
この設定では、iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro を スイッチの別のイーサネット 
ポートがコンピュータに接続されているスイッチに接続します。スイッチはネットワーク 
に直接には接続されません。この設定では、DroboPro に IP アドレスを手動で割り当てる 
必要はありません。 


注意: 
- 各 DroboPro とホストコンピュータが同じサブネット上にあり、しかも各 DroboPro 


に一意の静的 IP アドレスが割り当てられている場合は、複数の DroboPro を同じ 
スイッチに接続できます。 
- このような接続はパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があります。 


1. Drobo Dashboard をホストコンピュータにまだインストールしていない場合はイン 


ストールします。手順については 9 ページの「Drobo Dashboard のインストール」を 
参照してください。 


2.ドライブを Drobo にまだ挿入していない場合は挿入します。手順については 12 


ページの「ハードドライブの挿入」を参照してください。 


3. USB ケーブルの一端を DroboPro に接続し、他端をホストコンピュータに接続し 


ます。詳細については、14 ページの「ケーブルを接続」を参照してください。 


4. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続し、他端を電源に 


接続します。 


5. DroboPro に電源を入れ、求められたときにドライブをフォーマットします。手順に 


ついては、16 ページの「電源の投入とドライブのフォーマット」を参照してください。 
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プロセスが完了すると、DroboPro が次のように Drobo Dashboard に表示されます。 


6. IP アドレスを手動で割り当てるには、左側の [ナビゲーション] メニューで [設定] 


オプションをクリックし、[ネットワーク] をクリックします。 


[Network (iSCSI) Settings (ネットワーク (iSCSI) 設定)] ページが表示されます。 


7. [IP アドレスを手動で割り当て] オプションボタンを選択します。 
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8. [IP アドレス] テキストボックスに、DrobPro の一意の IP アドレスを入力します。 


9. 必要な場合は、[サブネットマスク] テキストボックスのアドレスも変更します。 


10. 完了したら、[OK] ボタンをクリックします。 


[再起動を確認] ダイアログボックスが表示され、設定変更を適用するために 
Drobo デバイスを再起動するか問い合わせしてきます。 


11. [はい] ボタンをクリックします。 


新しい設定で Drobo デバイスが再起動すると、それが Drobo Dashboard の [容 
量とツール] ページに表示されます。 


12. DroboPro を安全にシャットダウンします。手順については、32 ページの「Drobo/ 


Pro/S を安全にシャットダウン」を参照してください。 


13. DroboPro とコンピュータから USB ケーブルを抜きます。 


14. イーサネットケーブルの一端を DroboPro の iSCSI (イーサネット) ポートに差し 


込み、他端をスイッチのイーサネットポートに差し込みます。 


15. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 


DroboPro の電源が入ります。Drobo デバイスを管理および使用する準備が完了 
しました。31 ページの「さらなるステップへ」を参照してください。 


注意: スイッチに追加する DroboPro ごとにこれらの手順を繰り返せます。 
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iSCSI を使用しルーターまたはスイッチ経由で DroboPro をネットワー 
クに接続 
この設定では、スイッチ (またはルーター) の一方のイーサネットポートがネットワークと 
接続されているスイッチ (またはルーター) に、iSCSI (イーサネット) を使用して DroboPro 
を接続します。この設定では、DroboPro に IP アドレスを手動で割り当てる必要はありま 
せん。 


注意: この設定の場合、DroboPro はネットワークパフォーマンスに影響を及ぼす 
可能性があり、また DroboPro のパフォーマンスはネットワークトラフィックによ 
る影響を受ける可能性があります。 


1. Drobo Dashboard をホストコンピュータにまだインストールしていない場合はイン 


ストールします。手順については 9 ページの「Drobo Dashboard のインストール」を 
参照してください。 


2. ドライブを Drobo にまだ挿入していない場合は挿入します。手順については 12 ペ 


ージの「ハードドライブの挿入」を参照してください。 


3. USB ケーブルの一端を DroboPro に接続し、他端をホストコンピュータに接続し 


ます。詳細については、14 ページの「ケーブルを接続」を参照してください。 


4. 電源コードを Drobo デバイスの背面にある電源接続部に接続し、他端を電源に 


接続します。 


5. DroboPro に電源を入れ、求められたときにドライブをフォーマットします。手順に 


ついては、16 ページの「電源の投入とドライブのフォーマット」を参照してください。 


プロセスが完了すると、DroboPro が次のように Drobo Dashboard に表示されます。 
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6. IP アドレスを手動で割り当てるには、左側の [ナビゲーション] メニューで [設定] 


オプションをクリックし、[ネットワーク] をクリックします。 


[Network (iSCSI) Settings (ネットワーク (iSCSI) 設定)] ページが表示されます。 


7. [IP アドレスを手動で割り当て] オプションボタンを選択します。 
8. [IP アドレス] テキストボックスに、DrobPro の一意の IP アドレスを入力します。 


注意: ルーターが DHCP (Dynamic Host Configuration Protocol) によって割り当て可 
能な IP アドレスの範囲外にある IP アドレスを使用するようにしてください。詳細 
については、ルーターのドキュメントを参照してください。 


9. 必要な場合は、[サブネットマスク] テキストボックスのアドレスも変更します。 


10. 完了したら、[OK] ボタンをクリックします。 


[再起動を確認] ダイアログボックスが表示され、設定変更を適用するために 
Drobo デバイスを再起動するか問い合わせしてきます。 
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11. [はい] ボタンをクリックします。 


新しい設定で Drobo デバイスが再起動すると、それが Drobo Dashboard の [容 
量とツール] ページに表示されます。 


12. DroboPro を安全にシャットダウンします。手順については、32 ページの「Drobo/ 


Pro/S を安全にシャットダウン」を参照してください。 


13. DroboPro とコンピュータから USB ケーブルを抜きます。 


14. イーサネットケーブルの一端を DroboPro の iSCSI (イーサネット) ポートに差し 


込み、他端をルーターまたはスイッチのイーサネットポートに差し込みます。 


15. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。 


DroboPro の電源が入ります。Drobo デバイスを管理および使用する準備が完了 
しました。31 ページの「さらなるステップへ」を参照してください。 


注意: ルーターまたはスイッチに追加する DroboPro ごとにこれらの手順を繰り 
返せます。 
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さらなるステップへ 
Drobo/Pro/S の設定が完了したので、これで Drobo デバイス上でデータの格納およびバ 
ックアップを行う準備が完了しました。次のステップは以下のとおりです。 


ベストプラクティスを実行してデータの安全を最大化する 
ソフトウェア (Drobo Dashboard および Drobo デバイスのファームウェア) を最新に 


保つことにより、パフォーマンスを最適にする 


Drobo デバイスをシャットダウンする方法を知る 
オンラインユーザーガイドとコンテキストセンシティブヘルプを使用して、Drobo デ 


バイスの管理および使用方法についてさらに詳しく知る 


ナレッジベースを使用して追加の質問に対する回答を得る 
必要なサポートを取得する 


ベストプラクティスの使用 
Drobo デバイスは冗長化を提供し、ハードドライブ障害からデータを自動的に保護しま 
すが、これは全体のデジタル資産管理戦略のほんの一部分に過ぎません。 


貴重なデータに対する予防対策を講じるために、www.drobo.com/support/best_practices 
で公開されているベストプラクティスに関する弊社のガイドを参照されることを強 
く推奨します。 


このガイドは、ハードドライブ障害の域を超えたデータ保護に対する戦略を提供します。ベス 
トプラクティスの準拠は、データの安全性を最大にするのに役立ちます。 


ソフトウェアを最新に保つ 
最適なパフォーマンスを得るために、ソフトウェア更新を自動的に確認するように 
Drobo デバイスを設定することを強く推奨します。(初期設定時に、すでにこの設定を行 
っている可能性があります。) この機能によって、Drobo Dashboard と製品ファームウェア 
の両方を最新のものに維持できます。 


また、更新は www.drobo.com/support/updates からインストールすることもできます。 


重要な注記: Web サイトに公開される前の短期間の間に、最新のバージョンが新 
製品と一緒に (Resource CD で)、あるいは Drobo Dashboard の自動的な更新機能を 
通じてリリースされる場合もあります。したがって、Drobo Dashboard によるソフトウ 
ェアの自動的な更新を有効にするのがベストです。 
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1. Drobo Dashboard を起動し、[すべてのデバイス] ページで Drobo デバイスをクリッ 


クします。 


2. [ナビゲーション] メニューで、[Dashboard 環境設定] をクリックし、[Dashboard 


Settings (Dashboard 設定)] をクリックします。 


[全般設定] ページが表示されます。 


3. [自動更新を有効にする] チェックボックスを選択し、[OK] ボタンをクリックします。 


1 つ以上のソフトウェア更新が利用できるときは、更新をインストールするか問 
い合わせるメッセージが表示されます。その場合、[はい] ボタンをクリックし、指示 
に従って更新をインストールします。 


Drobo/Pro/S を安全にシャットダウン 
何らかの理由により Drobo デバイスをシャットダウンする場合は、デバイスを安全にシャ 
ットダウンすることが非常に重要です。Drobo デバイスのシャットダウンが不適切であ 
ると、ファイルの破損やデータの損失が起きることがあります。 


注意: Drobo のみの場合は、シャットダウンするには電源を取り外す必要があり 
ます。(Drobo S または DroboPro ではこれは必要ありません。) 


以下の状況の場合は、事前に Drobo デバイスをシャットダウンするのが得策です。 
Drobo デバイスを長期間使用しない。 
ケーブルまたは電源コードとの接続を切断する予定である。 
Drobo を別の場所に移動したいと考えている。 
ディスクパック全体を取り外す予定である。 
オペレーティングシステムの更新を適用する。 


注意: Drobo デバイスは、15 分間アクセスされないと、自動的に電力節約モード 
になります (デフォルト設定)。電力節約について関心がある方は知っておかれる 
とよいでしょう。ただし、長期間 Drobo デバイスを使用しない場合は、デバイスを 
安全にシャットダウンする方が得策です。 
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Drobo Dashboard を使用して Drobo デバイスを安全にシャットダウン 
これは、Drobo デバイスを安全にシャットダウンするために推奨する方法です。 


注意: Drobo の場合、まずスタンバイモードにしてから、シャットダウンするために 
電源を取り外す必要があります。 


1. Drobo デバイスのアクティビティランプが消灯していることを確かめ、Drobo デバ 


イスに転送、または Drobo デバイスから転送されているデータがないことを確認 
します。以下の図 7 または図 8 を参照してください。 


注意: データが転送中の場合、アクティビティランプはグリーンで点滅します。 



図 7: Drobo/S のインジケータランプ 



図 8: DroboPro のインジケータランプ 


2. また、ドライブベイアクションインジケータランプがイエローとグリーンで交互に 


点滅していないことを確認します。この交互の点滅は、Drobo デバイスがデータ 
を保護するためにビジー状態であることを示します。これらのランプがグリーン 
に点灯するまで待ちます。 


ドライブベイ 
アクションインジケータ 


電源 
アクティビティ 


容量ゲージ 


ドライブベイ 
アクションイン 
ジケータ 
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電源 
アクティビティ 
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3. Drobo Dashboard の [すべてのデバイス] ページで、シャットダウンする Drobo デ 


バイスをダブルクリックします。 


[容量とツール] ページが表示されます。 


4. [ツール] ドロップダウンリストをクリックし、以下の 1 つを行ってください。 


デバイスが DroboPro または Drobo S の場合、[シャットダウン] アイコンを選 


択します。メッセージが表示され、シャットダウンを確認するよう要求してきま 
す。[はい] ボタンをクリックします。 


Drobo デバイスの電源が切れるか、またはスタンバイモードになるまで最大 
で 2 分かかります。それ以降、電源ランプは消灯し、Drobo デバイスがシャットダ 
ウンしていることを示します。 


デバイスが Drobo の場合、[スタンバイ] アイコンを選択します。メッセージが表 


示され、スタンバイを確認するよう要求してきます。[はい] ボタンをクリックし 
ます。後で、Drobo の背面にある電源を取り外します。 


Drobo の電源が切れます。 


Drobo デバイスを手動で安全にシャットダウン 
Drobo Dashboard を使用した方が「よりクリーン」なシャットダウンができま 
すが、Drobo デバイスを手動で安全にシャットダウンすることもできます。 


1. Drobo デバイスのアクティビティランプが消灯していることを確かめ、Drobo デバイス 


に転送、または Drobo デバイスから転送されているデータがないことを確認します。以 
前の手順の図 7 または図 8 を参照してください。 


注意: データが転送中の場合、アクティビティランプはグリーンで点滅します。 


2. また、ドライブベイアクションインジケータランプがイエローとグリーンで交互に 


点滅していないことを確認します。この交互の点滅は、Drobo デバイスがデータを保 
護するためにビジー状態であることを示します。これらのランプがグリーンに点灯 
するまで待機します。 


3. Drobo デバイスの背面にある電源切り替えボタンを 1 回押します。または、Drobo 


の場合、電源を取り外します。 


Drobo デバイスの電源が落ちるまで最大で 2 分かかります。それ以降、電源ランプ 
は消灯し、Drobo デバイスがシャットダウンしていることを示します。 
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オンラインユーザーガイドの使用 
Drobo デバイスの設定は完了しているので、Drobo デバイスを使用してデータの格納お 
よびバックアップを行う準備ができています。Drobo デバイスの管理および使用方法を 
知るには、ご使用の製品のオンラインユーザーガイドを参照してください。オンライ 
ンユーザーガイドは、[ナビゲーション] メニューの [ヘルプ] オプションをクリックする 
と、Drobo Dashboard ソフトウェアにあります。 


また、最新のバージョンは www.drobo.com/support/documentation.php にあります。 


コンテキストセンシティブヘルプの使用 
Drobo Dashboard の使用時に、[ナビゲーション] メニューの [ヘルプ] オプションをクリッ 
クすると、コンテキストセンシティブヘルプを表示できます。[ヘルプ] ウィンドウが表示さ 
れ、[ヘルプ] ボタンのクリック元の画面に特化した情報が提供されます。 



ナレッジベースの使用 
弊社の検索可能なナレッジベースでは、オンラインユーザーガイドには存在し 
ない、Drobo デバイスに関連するほとんどの質問に対する回答を得られます。 


ナレッジベースには support.datarobotics.com/app/answers/list からアクセスできます。 


サポートの取得 
サポートを得るには、(まだ製品登録が済んでいない場合) まず 
www.drobo.com/registration で製品の登録を行います。次に、サポートに連絡する方法の 
詳細について、www.drobo.com/support を参照してください。 


DroboCare を購入すると、ハードウェアサポートおよび電話サポートを別途受けられま 
す。DroboCare™ サポートプログラムは、Drobo 製品購入と一緒に付属する標準の保証条 
件および電話サポートの範囲を超えた安心感を提供します。DroboCare の詳細につい 
ては、www.drobo.com/drobocare を参照してください。 


DroboCare FAQ については、http://support.datarobotics.com/app/answers/detail/a_id/343 を 
参照してください。 
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設定に関するトラブルシューティング 
以下のような状況の場合… 
16 ページの「Drobo デバイスをオンにしドライブをフォーマット」の手順を行っており、ドラ 
イブのフォーマット時に以下のダイアログボックスが表示され、コンピュータがハングし 
ます (また、この状況は 20 分以上続きます)… 


以下の対応策を講じます… 
オペレーティングシステムのユーティリティを使用して、フォーマットプロセスを終了さ 
せます。いったんコンピュータの電源を切ってから再起動します。コンピュータの電源を 
再投入後、16 ページの「Drobo デバイスをオンにしドライブをフォーマット」の手順を繰 
り返します。 


この状況が再発したら、上記のプロセスを繰り返します。ただし、3 ページの「Drobo デバイスを 
オンにしドライブをフォーマット」の手順を繰り返す前に、Drobo Dashboard をいったんアンイン 
ストールし、Resource CD から Drobo Dashboard を再インストールしてください。 


以下のような状況の場合… 
Macintosh と Windows ベースコンピュータなど Drobo デバイスを異機種コンピュータ 
間で共有したい… 


以下の対応策を講じます… 
この処理を行うには 2 つの方法があります。 


いくつかのコンピュータが理解できるファイルシステムを使用して Drobo デバイス内の 
ドライブをフォーマットできます。Drobo Dashboard の 「FAT32」フォーマットオプションを 
使用すると、Macintosh と Windows ベースコンピュータが Drobo デバイスでデータを 
読み取りおよび書き込みできます。ただし、FAT32 
は古いファイルシステムフォーマット 


であり、一般に、新規 (ジャーナリング) ファイルシステムほどデータが保護されないこと 
に注意してください。また、パフォーマンスは低速で、ファイルサイズに制限があります。 


また、Mac OS X と Windowsベースコンピュータにはファイル共有機能が装備されてい 
るため、この機能を使用するとネットワーク上の他のコンピュータと Drobo デバイスを 
共有できます。ただし、Drobo デバイスと共有するコンピュータは電源がオンになってい 
なければ、他から Drobo デバイスにアクセスすることはできません。 
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以下のような状況の場合… 
開始したのとは異なるインターフェースを使用して、Drobo デバイスを接続したいと思う… 


以下の対応策を講じます… 
Drobo デバイスを安全にシャットダウンし、Drobo デバイスとコンピュータの間のインター 
フェースケーブルを変更し、Drobo デバイスに再び電源を入れます。データ損失のリスク 
を回避するために、Drobo デバイスを安全にシャットダウンすることが非常に重要です。 


手順 
1. Drobo デバイスを安全な方法でシャットダウンするには、まず Drobo デバイスのアクティ 


ビティランプがオフであることを確認します。これはアクティブに転送中のデータがない 
ことを示します。 


注意: データが転送中の場合、アクティビティランプはグリーンで点滅します。 


2. また、ドライブベイアクションインジケータランプがイエローとグリーンで交互に点滅し 


ていないことを確認します。この交互の点滅は、Drobo デバイスがデータを保護するため 
にビジー状態であることを示します。これらのランプがグリーンに点灯するまで待機し 
ます。32 ページの「Drobo/Pro/S を安全にシャットダウン」のイメージを参照してください。 


3. Drobo Dashboard の [すべてのデバイス] ページで、シャットダウンする Drobo デバイスを 


ダブルクリックします。 


[容量とツール] ページが表示されます。 


4. [ツール] ドロップダウンリストをクリックし、以下の 1 つを行います。 


デバイスが DroboPro または Drobo S の場合、[シャットダウン] アイコンを選択します。メッ 


セージが表示され、シャットダウンを確認するよう要求してきます。[はい] ボタンをクリッ 
クします。 


Drobo デバイスの電源が切れるか、またはスタンバイモードになるまで最大で 2 分か 
かります。しかし、それ以降、電源ランプは消灯し、Drobo デバイスがシャットダウンして 
いることを示します。 


デバイスが Drobo の場合は、[スタンバイ] アイコンを選択し、[はい] ボタンをクリックし 
てスタンバイであることを確認します。後で、Drobo の背面にある電源を取り外します。 


5. Drobo デバイスの電源がオフになったら、使用していたインターフェースケーブルを取 


り外し、使用したいインターフェース用のケーブルを接続します。詳細については、14 ペー 
ジの「ケーブルを接続」を参照してください。 


6. Drobo Dashboard をコンピュータで開いた状態で、Drobo デバイスの背面にある切り替 


えボタンを 1 回押すか、または Drobo の電源を再び取り付けます。 
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